
　平
成
二
十
九
年
五
月
十
四
日
（
日
）、
泉
谷
「
和
泉
寺
」

前
の
田
ん
ぼ
で
七
組
三
十
二
名
が
泉
谷
川
ほ
た
る
米
（
品

種
　キ
ヌ
ヒ
カ
リ
）の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
青
空
の
も
と
、

六
ア
ー
ル
の
田
ん
ぼ
に
二
時
間
ほ
ど
か
け
て
、
泥
ま
み
れ

に
な
り
な
が
ら
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
、
田
植
え
作
業
お
疲
れ
様
で
し
た
！
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※この試験についての問い合わせは、上板町役場総務課（TEL：694−6801）へお願いします。

１．試験区分、採用予定人数及び職務の内容
試 験 区 分 採用予定人数 職　務　の　内　容

一 般 事 務 高等学校卒業程度 若干名 上板町の各部署において、一般行政事務に従事します。

保 育 士 短期大学卒業程度 若干名 上板町において、保育士若しくは幼稚園教諭の業務に従
事します。

保 健 師 短期大学卒業程度 １名 上板町において、保健師の業務に従事します。

２．受験資格
試 験 区 分 受　　験　　資　　格

一 般 事 務 高等学校卒業程度 昭和62年４月２日から平成12年４月１日までに生まれた者。

保 育 士 短期大学卒業程度
昭和62年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた者で、保育士の
資格及び幼稚園教諭の免許を有する者又は、平成30年３月31日までに
当該資格及び免許を取得する見込みの者。

保 健 師 短期大学卒業程度 昭和62年４月２日以降に生まれた者で、保健師の免許を有する者又は、
平成30年春の国家試験により当該免許を取得する見込みの者。

３．試験の日時及び試験場
区　　分 試 験 日 時 試　　験　　場

第１次試験

平成29年９月17日（日）
　⑴　開場時間　９時
　⑵　試験時間
　　〇全試験区分
　　　教養試験　10時から12時まで
　　〇保育士及び保健師
　　　専門試験　13時から14時30分まで

徳島文理大学　9号館　人間生活学部棟
　（徳島市山城町西浜傍示180）
※試験場への車の乗り入れは、送迎を含め固
く禁止します。なお、付近に駐車場はあり
ませんので、交通機関を利用してください。

第２次試験 平成29年11月中旬予定（日時及び場所は、第 1次試験合格者に通知します。）

４．試験の方法
　　第 1次試験は、次のとおり行います。

試験種目 時　　　間 試　験　の　内　容

教 養 試 験 10時から12時まで
公務員として必要な一般的知識（社会、人文、自然）及び知能（文
章理解、判断推理、数的推理、資料解釈）について、それぞれ
短期大学卒業程度、高等学校卒業程度の択一式による筆記試験
を行います。

専 門 試 験
※一般事務は除く。 13時から14時30分まで

試験区分ごとにそれぞれの専門的知識及び能力について択一式
による筆記試験を行います。専門試験出題分野は、平成29年
度上板町職員採用試験案内参照。

平成29年度　上 板 町 職 員 採 用 試 験 案 内平成29年度　上 板 町 職 員 採 用 試 験 案 内
●試　験　日　　平成29年９月17日（日）
●申込受付期間　　平成29年７月18日（火）～ 平成29年８月３日（木）
●採　用　日　　平成30年４月１日以降
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板
野
西
部
消
防
組
合
消
防
職
員
を
採
用
し
ま
す
。
採
用

予
定
人
数
、
受
験
申
し
込
み
方
法
等
は
、
次
の
要
領
の
と

お
り
で
す
。
な
お
、
今
回
の
採
用
予
定
日
は
、
平
成
三
十

年
四
月
一
日
以
降
で
す
。

　
1 

採
用
予
定
職
種
及
び
人
数

　

消
防
職
員
（
二
十
四
時
間
交
替
勤
務
）　

若
干
名

　
2 

受
験
資
格

　

平
成
三
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
二
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者
。

　
（
詳
し
く
は
、
試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　
3 

受
付
期
間

　

平
成
二
十
九
年
七
月
十
八
日
（
火
）
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
八
月
三
日
（
木
）
午
後
五
時
ま
で
。

　
4 

試
験
の
日
程

　
第
一
次
試
験
（
県
内
統
一
試
験
で
実
施
）

　
　

●
日
時　
平
成
二
十
九
年
九
月
十
七
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
前
十
時
か
ら

　
　

●
場
所　
徳
島
文
理
大
学　

九
号
館

　
　
　
　
　
　

人
間
生
活
学
部
棟

　
　
　
　
　
　
（
徳
島
市
山
城
町
西
浜
傍
示
一
八
〇
）

　
　

●
合
格
発
表　
平
成
二
十
九
年
十
月
下
旬
頃

　
第
二
次
試
験

　
　
●
日
時　
平
成
二
十
九
年
十
一
月
以
降

　
　

詳
し
い
事
項
は
、
直
接
連
絡
し
ま
す
。

　
5 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

板
野
西
部
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

　

電
話　

〇
八
八

−

六
七
二

−

〇
一
九
八

　
〒
七
七
九−

〇
一
一
四　

徳
島
県
板
野
郡
板
野
町
羅
漢
字
前
田
三
五

　
※
申
込
用
紙
、
試
験
案
内
は
、
板
野
西
部
消
防
組
合
消
防

本
部
総
務
課
で
七
月
三
日
か
ら
配
布
し
ま
す
。

　
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
試
験

請
求
」
と
朱
書
し
、
あ
て
先
明
記
の
う
え
、
一
二
〇
円

切
手
を
貼
っ
た
Ａ
４
版
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。

板
野
西
部
消
防
組
合
職
員

採
用
の
ご
案
内

　

馬
道
会
館
で
は
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ

る
生
活
に
密
接
し
た
各
種
保

険
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　

疑
問
や
不
安
を
か
か
え
て

い
る
か
た
、
老
後
の
生
活
設

計
に
悩
ん
で
い
る
か
た
、
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
相
談
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

・
年
　
　
　
金

・
健
康
保
険

・
失
業
保
険

・
労
災
保
険

・
交
通
事
故

・
生
命
保
険

・
住
宅
ロ
ー
ン

■
日
時

　
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日　
火
曜
日

　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

■
場
所

　
馬
道
会
館　
TEL 六
九
四

－

四
八
六
八

　

上
板
町
西
分
字
原
渕
一
八

－

二

　

相
談
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

く
ら
し
の
保
険
相
談

■
日
時

　
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
一
日　
金
曜
日

　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

■
場
所

　
馬
道
会
館　
ＴＥＬ
六
九
四

−
四
八
六
八

　
上
板
町
西
分
字
原
渕
一
八

−

二

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　
七
月
十
八
日　
火
曜
日　
午
後
五
時
ま
で

■
材
料
代　
二
、〇
〇
〇
円

ガ
ラ
ス
の
容
器
を
使
っ
て
、
夏
の
室
内
に
清
涼

感
を
も
た
ら
す
寄
せ
植
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

セ
ラ
ミ
ス
ガ
ー
デ
ン
作
り
で
す
。

寄
せ
植
え
教
室

の
募
集

上板町子ども・若者相談支援センター『あい』からのお知らせです。

☆日時☆　毎月第４土曜日（19時～21時）開催
　　　　　７月22日（土）（19時～21時）　　　　　
　　　　　８月26日（土）（19時～21時）
　　　　　９月23日（土）（19時～21時）
☆場所☆　上板町子ども・若者相談支援センター『あい』
　　　　　ＩＴセンター２Ｆ

子育て相談会『しゃべり・あい』　開催について（ご案内）子育て相談会『しゃべり・あい』　開催について（ご案内）
　不登校や引きこもり等、子育ての悩みを抱える家族のため
の会です。
　保護者、支援者、ソーシャルワーカー、アドバイザーが集い、
いろいろな人の話を聴きます。
　自分の思いを話すことで、見えなかったことが分かり、気
持ちが楽になり、子どもへの接し方が変わります。気軽に参
加してみませんか。

●●● ●●●

相談窓口 連絡先
相談支援センター「あい」

（ＩＴセンター内） TEL 637－6006

上 板 町 教 育 委 員 会 TEL 694－6814
（土・日・祝日は休み）（相談無料）

『あい』では、　　
　子ども・若者（幼・小・中学生・中学卒業後～39歳
ぐらいまで）についていじめ、不登校、引きこもり、
ニート、虐待など子育てについて悩んでいる方、そ
の家族・教員などを対象にしています。お電話や来
所にて相談を受けさせていただきます。
　
『あい』には、ソーシャルワーカーが在籍しています。
　子どもの抱えるさまざまな問題について、置かれて
いる環境やその子の特徴を考えながら、学校と連携
のもと、直接、家庭とつながり、校外の関係機関と
連携して、問題を解決していく活動を行います。本人・
家庭・学校・関係機関をつなぐコーディネーター役
です。

　学校に登校していない子どもたちの居場所づくりを
おこなってます。
　子どもの気持ちを大切にしながら、無理をせず毎日が過ごせるよう
相談・支援・指導を行っています。在籍校と連携して、子どもの意志
や状態に会わせた効果的な支援のあり方を考えます。希望者は学校を
通じて申し込みをして下さい。

ずっと学校を休んでいる

気軽にご相談下さい。

受付時間（月～金）

9：00～17：00

8：30～17：00

上板町子ども・若者相談支援センター『あい』をご活用ください。
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　現在、後期高齢者医療制度に加入されている方には、有効期限が「平成29年７月31日」となっているオ
レンジ色の「後期高齢者医療被保険者証」を、１人に１枚お渡ししています。
　７月中に税務課より、有効期限　平成30年7月31日と記載された新しい被保険者証［紫色］をお届けし
ます。
　平成29年８月１日から平成30年７月31日までの一部負担金の割合（１割又は３割）は、平成28年中の
所得に基づき、改めて判定します。
　８月１日以降
は、古い被保険
者証は使えませ
んので、受診の
際は有効期限を
確認し、お間違
えのないようご
注意ください。

【一部負担金の割合の判定方法について】

※70歳以上75歳未満の方（後期高齢者医療制度の被保険者以外）がいる場合、その方々との総収入の合計額が520万円未
満の場合は１割（要申請）

３割負担となる方

１割負担となる方

世帯構成

住民税課税所得

総収入の合計額

被保険者が１人の場合

１４５万円以上

３８３万円未満は１割（要申請）

３８３万円以上は３割（※）

被保険者が２人以上の場合

１４５万円以上の被保険者がいる

５２０万円未満は１割（要申請）

５２０万円以上は３割

同じ世帯の被保険者全員の住民税課税所得が１４５万円未満

※ご確認ください！

新しい被保険者証の有効期限は

平成30年７月31日
になっています。

後期高齢者医療被保険者証

有効期限　　年　　月　　日

被保険者番号

資格取得年月日

発 効 期 日

交 付 年 月 日
一 部 負 担 金
の 割 合　　

保 険 者 番 号
並 び に 保 険
者 の 名 称 及
び 印 　 　 　

住 所

氏 名

生年月日

被
保
険
者

印

後期高齢者医療被保険者証
有効期限 平成 30年７月31日

８月は後期高齢者医療被保険者証の定期更新月です

　

七
月
は
固
定
資
産
税
（
第
一
期
）
国
民

健
康
保
険
税
（
第
一
期
）
の
納
付
月
で
す
。

　

納
期
限
は
七
月
三
十
一
日
（
月
曜
日
）

で
す
。

　

納
期
限
内
に
お
納
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
方
は
、
七
月
三
十
一
日
に

引
き
落
と
し
い
た
し
ま
す
の
で
、
残
高
の

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
転
出
・
婚
姻
等
、
世
帯
状
況
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
で
も
、
自
動
的
に
解
約
と

は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
■
口
座
振
替
の
手
続
き

　

通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
持
参
し
、
上
板

町
内
取
扱
金
融
機
関
窓
口
で
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

　
■
ご
利
用
い
た
だ
け
る
町
税（
料
）

　

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・

　

軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
■
取
扱
金
融
機
関

　

阿
波
銀
行
、
徳
島
銀
行
、

　

板
野
郡
農
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

口
座
振
替

　
上
板
町
役
場
　
税
務
課

　
TEL　六
九
四

−

六
八
〇
七

お
問
い
合
わ
せ
先

今
月
の
納
付
期
限

今
月
の
納
付
期
限

に
つ
い
て

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

に
つ
い
て
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後期高齢者医療限度額適用・標準負担額
減額認定証（薄い紫色）について

　被保険者証（有効期限平成30年７月31日）の裏面には、臓器提供意思表示欄が設けられています。
　これは、臓器移植に関する啓発や知識を深めるためです。臓器移植とは、病気や事故により臓器が機能しなくなっ
た方に他の方の健康な臓器を移植し、機能を回復させる医療です。
　臓器提供の意思表示は自分の意思で決めることができます。また、意思表示欄記入後も意思の変更ができます。
　臓器提供についてよく考え、家族とよく話合い、意思表示欄の記入にご協力ください。
　なお、意思表示欄への記入は任意であり、義務付けるものではありません。

臓器提供の意思表示にご協力ください

　現在「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認
定証」の有効期限は「平成29年７月31日」となってお
ります。
　平成28年度の認定証をお持ちの方で、平成29年度住
民税非課税世帯の方には、７月末までに税務課より「後
期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」をお
届けいたします。更新申請書の提出は必要ありません。
　認定証に記載されている適用区分が「区分Ⅱ」の方で
「過去12か月で90日を超える入院」をされた方は、税
務課の後期高齢者医療担当窓口に申請していただくこと
で、入院時の食事代がさらに減額されます。

　平成29年度の保険料が、年金から差引かれてい
る方は、４月分から８月分までは、仮徴収として年
金天引きで納付いただくこととなっております。
　保険料の算定基礎となる前年の所得が確定後、年
額保険料と納付方法のお知らせをお送りします。
　また、年金からの天引きではなく、納付書または
口座振替により保険料を納めていただく方について
も、税務課より年額保険料のお知らせと納付書をお
送りします。

◆本人署名・家族署名について
　本人の署名及び署名年月日を自筆で記入してください。また、家族署名欄には、この意思表示欄の記入を知っ
ている家族が、その確認のために署名してください（家族署名欄の署名がなくても意思表示は有効です。）。

注意事項

備　　考

　保険医療機関等において診療を受けようとするときに
は、必ずこの証をその窓口で渡してください。

※　以下の欄に記入することにより、臓器提供に
　関する意思を表示することができます。記入す
　る場合は、１から３までのいずれかの番号を○
　で囲んでください。

１　私は、脳死後及び心臓が停止した死後のいずれでも、
　移植の為に臓器を提供します。
２　私は、心臓が停止した死後に限り、移植の為に臓器を
　提供します。
３　私は、臓器を提供しません。
≪１又は２を選んだ方で、提供をしたくない臓器があれば、
　×をつけてください。≫

【心臓・肺・肝臓・腎臓・膵臓・小腸・眼球】
〔特記欄：　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

署名年月日：　　　年　　　月　　　日

本人署名（自筆）：

家族署名（自筆）：

※　臓器提供意思表示欄記入後に、「個人情報保護シール」をはり付けることにより、記入内容を他の人に知られない
ようにすることができます。このシールは被保険者証同封パンフレット「臓器提供の意思表示にご協力ください」に
付いています。

※　記入する場合は、ボールペン等の消えないペンを使用してください。

◆自分の意思に合う番号を選択 
　自分の意思に合う番号を１から３までの中から
ひとつだけ選んで○をしてください。

◆提供したくない臓器の選択 
　１又は２を選んだ方で、提供したくない臓器があれば、
その臓器に×をつけてください。なお、提供できる臓器
は以下のとおりです。
脳死後：心臓・肺・肝臓・腎臓・膵臓・小腸・眼球
心臓が停止した死後：腎臓・膵臓・眼球

◆特記欄への記載について
　１又は２を選んだ方で、皮膚、心臓弁、血管、骨など
の組織も提供してもいい方は、「すべて」あるいは「皮膚」
「心臓弁」「血管」「骨」などと記入できます。
　親族に優先して臓器提供をしたい方は、「親族優先」
と記入できます。

後期高齢者医療限度額適用・標準負担額
減額認定証（薄い紫色）について 平成29年度の保険料の決定通知書

を８月初旬にお送りします。を８月初旬にお送りします。
平成29年度の保険料の決定通知書

徳島県後期高齢者医療広域連合　TEL 088－677－3666　上板町役場　税務課　後期高齢者医療担当　TEL 694－6807
お問い合わせ先
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特
定
健
康
診
査
は
、
自
覚
症
状
が
な
く
進
行
す
る
糖
尿
病
・
高
血
圧
等
の
生

活
習
慣
病
を
見
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス

ク
が
高
く
、
ま
た
生
活
習
慣
病
の
改
善
が
必
要
な
方
に
は
、
保
健
師
・
管
理
栄

養
士
な
ど
の
専
門
家
か
ら
保
健
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
健

診
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

特
定
健
康
診
査
の
対
象
者

・
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
現
在
、
上
板
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

昭
和
十
七
年
十
月
一
日
〜
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
生
ま
れ
の
方

【
四
月
二
日
以
降
に
国
保
に
加
入
し
た
方
で
特
定
健
診
の
受
診
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。】

※
対
象
者
に
は
七
月
上
旬
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
の
受
診
期
間

・
平
成
三
十
年
一
月
三
十
一
日
ま
で

【
た
だ
し
、
昭
和
十
七
年
十
月
一
日
〜
昭
和
十
八
年
三
月
三
十
一
日
生
ま
れ
の

方
は
九
月
三
十
日
ま
で
】

特
定
健
康
診
査
の
受
け
方

　

受
診
回
数
は
一
回
で
す
。
い
ず
れ
か
の
方
法
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
医
療
機
関
で
受
診

　

特
定
健
康
診
査
受
診
券
に
同
封
の
県
内
実
施
機
関
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
て
い

る
医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。

■
上
板
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
受
診
（
集
団
検
診
）

・
平
成
二
十
九
年
十
月
十
九
日
（
木
）

・
平
成
二
十
九
年
十
二
月
七
日
（
木
）

・
平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日
（
火
）

　

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
八
時
三
十
分
〜
午
前
十
時

■
人
間
ド
ッ
ク
で
受
診

　

上
板
町
国
民
健
康
保
険
や
Ｊ
Ａ
等
が
実
施
す
る
「
人
間
ド
ッ
ク
」
を
受
診
す

る
際
に
、
人
間
ド
ッ
ク
と
特
定
健
康
診
査
の
内
容
を
同
時
に
実
施
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
上
板
町
役
場
　
税
務
課
国
民
健
康
保
険
係
　
TEL六
九
四

−

六
八
〇
七

平
成
二
十
九
年
度

特
定
健
康
診
査
　

が
始
ま
り
ま
す
。

上
板
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ

よ
っ
と
い
Ｄ
ａ
ｙ
!!

夏
休
み
親
子
で

上
板
町

■
日
　時
　八
月
二
日
（
水
）
　十
時
〜
十
二
時

■
場
　所
　上
板
町
中
央
公
民
館（
役
場
内
）二
階

　
　
　
　
　第
三
会
議
室
（
和
室
）

■
定
　員
　親
子
　十五
組
（
先
着
）

　
　
　
　
　フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業
に
興
味・関
心
の
あ
る
方

■
参
加
費
　無
料

板野東部ファミリー・サポート・センターからのお知らせ

身
近
に
あ
る
材
料
を
つ
か
っ
て
、

親
子
で
お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

割れないシャボン玉
ペットボトルけん玉
紙コップクラッカー

手
作
り
お
も
ち
ゃ
を
作
ろ
う

手
作
り
お
も
ち
ゃ
を
作
ろ
う

手
作
り
お
も
ち
ゃ
を
作
ろ
う
♪♪♪●申し込み・お問い合わせ

板野東部ファミリー・サポート・センター
℡ 088－693－3033

in

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
上
板
町
役
場
　
水
道
課

　
℡ 

六
九
四－

六
八
一
七

　
上
板
町
の
水
道
水
は
、
吉
野
川
流

域
の
地
下
数
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
く
み

上
げ
た
水
で
、
何
層
も
の
地
層
か
ら

な
る
天
然
の
ろ
過
装
置
に
よ
り
、
カ

ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
等
の
ミ

ネ
ラ
ル
分
を
多
く
含
み
、
市
販
の
天

然
水
に
劣
ら
な
い
、
県
下
有
数
の
原

水
に
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
他
の
市

町
村
に
見
ら
れ
る
、
急
速
ろ
過
等
の

処
理
を
お
こ
な
う
こ
と
な
く
、
ほ
と

ん
ど
天
然
水
の
状
態
で
提
供
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
下
水
で
あ
る
た
め
給
湯

器
、
ガ
ラ
ス
、
鏡
な
ど
に
ミ
ネ
ラ
ル

分
等
が
付
着
し
白
く
結
晶
化
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
健
康
に
害
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　
水
質
管
理
は
、
水
道
法
に
基
づ
き

市
販
の
ミ
ネ
ラ
ル
水
類
が
、
十
八
項

目
の
検
査
で
あ
る
と
こ
ろ
、
五
十
一

項
目
も
の
厳
し
い
検
査
を
定
期
的
に

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
な
水
質

検
査
の
実
施
結
果
は
、
毎
年
上
板
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

水
道
課
か
ら
の

　
　　お
知
ら
せ

水
道
課
か
ら
の

　
　　お
知
ら
せ

上
板
町
の
水
道
水
に
つ
い
て

◎
平
成
二
十
九
年
第
二
回
定
例
会

の
概
要

　

第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
十
三

日
か
ら
六
月
十
六
日
ま
で
の
四
日

間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、
七
條
町
長
が
町

政
に
取
り
組
む
所
信
及
び
提
出
議

案
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
町
長
の
政
治

上
板
町
議
会

だ
よ
り

上
板
町
議
会

だ
よ
り

姿
勢
、
地
方
創
生
事
業
、
防
災
対

策
、
子
育
て
支
援
な
ど
が
論
議
さ

れ
ま
し
た
。

（
議
員
九
名
か
ら
一
般
質
問
）

　

町
長
提
出
議
案
二
十
九
件
の
う

ち
、
十
一
件
が
可
決
、
十
七
件
が

同
意
、一
件
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
三
件
の

う
ち
、
二
件
が
可
決
、
一
件
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

◎
議
会
議
員
全
員
協
議
会

　

平
成
二
十
九
年
六
月
六
日

　

第
二
回
定
例
会
提
出
議
案
等
の

協
議
を
行
う
。
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人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し

た
民
間
の
人
た
ち
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
日

ご
ろ
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る

民
間
の
人
た
ち
が
、
地
域
の
中
で
人
権
思
想

を
広
め
、
人
権
侵
害
が
起
き
な
い
よ
う
に
見

守
り
、
人
権
を
擁
護
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
う
考
え
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。
現
在
、
約
一
四
、〇
〇
〇
名
の
委
員
が

全
国
の
各
市
町
村
に
配
置
さ
れ
住
民
の
皆
さ

ま
か
ら
の
人
権
相
談
を
受
け
る
な
ど
、
積
極

的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　
上
板
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
々
で

す
。（
平
成
二
十
九
年
七
月
一
日
現
在
）

　
眞　
木　

 

育　
代
（
東　
光
）

　
木　
下　

 

堅　
司
（
門　
田
）

　
平　
岡　

 

富
士
夫
（
新
田
中
）

　
森　
田　

 

正　
昭
（
天
神
前
）

　
嘉　
重　

 

米　
子
（
神
宮
寺
二
）

人
権
擁
護
委
員
を

ご
存
じ
で
す
か
。

人
　
権
　
相
　
談

人
権
に
関
す
る
困
り
ご
と
、
心
配
ご
と
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談
を
毎

月
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
、
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

●
日
時　
毎
月　
第
三
水
曜
日

　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時

●
場
所　
上
板
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
上
板
町
西
分
字
松
木
二
九
）

●
電
話　
六
九
四

−

三
〇
二
〇

　
　
　
　
　
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
六
九
四

−

六
八
〇
九

（
上
板
町
役
場　
住
民
人
権
課
）

ウォーキングコースを歩いてみませんか？
　技
の
館
を
起
点
に
、
気
持
ち
の
良
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
め
る
「
台
山
み
は
ら
し
コ
ー
ス
」、
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
行
い
ま
す
。
日
時
は
七
月
二
十
日
（
木
）
午
前
九
時
に

技
の
館
を
出
発
し
、
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
二
時
間
程
度

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ

ナ
ー
を
守
り
、
健
康
な
状
態
で
参
加
で
き
る
人
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

但
し
、
小
学
生
以
下
の
方
は
保

護
者
の
同
伴
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で

す
が
、
当
日
保
険
料
と
し
て
一
〇
〇
円
を
い
た
だ
き
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
持
ち
物
と
し
て
、
水
筒
・

帽
子
・
雨
具
・
健
康
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、

雨
天
決
行
と
な
り
ま
す
が
、
上
板
町
に
警
報
が
出
て
い
る

場
合
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
事
前
申
込
は
不

要
で
す
。
当
日
八
時
四
十
五
分
ま
で
に
技
の
館
正
面
入
り

口
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
季
節
ご
と
に
違
っ
た
風
景
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ス
で
す
の
で
、
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

上板町観光物産協会　TEL 694－6688

主催　上板町歩こう会　　後援　上板町観光物産協会

　今
後
一
年
か
ら
二
年
の
間
に
、
農
用
地
区
域
内
の
農
地

を
農
地
以
外
の
用
途
（
例
：
宅
地
、
太
陽
光
発
電
事
業
、

資
材
置
場
、
農
業
用
施
設
等
）
に
転
用
す
る
計
画
が
あ
る

方
は
、
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
手
続
き
（
除
外
申
請
）

を
　平成
二
十
九
年
九
月
　に行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

農
振
除
外
申
請
等
と
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

の
変
更
に
係
る
、
農
用
地
区
域
内
か
ら
の
除
外
申
請
、

農
用
地
区
域
内
へ
の
編
入
申
請
、
軽
微
変
更
申
請
の

こ
と
で
す
。

※

転
用
を
予
定
し
て
い
る
農
地
が
、
農
用
地
区
域
内
の

農
地
で
あ
る
か
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
産
業
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
三
十
年
度
は

農
振
除
外
申
請
等
の

受
付
を
停
止
し
ま
す

■
お
問
い
合
わ
せ

農
地
転
用
を

計
画
さ
れ
て
い
る
方
へ

農
地
転
用
を

計
画
さ
れ
て
い
る
方
へ

上
板
町
役
場
　
産
業
課

℡
六
九
四

－

六
八
〇
六

ウォーキングコースを歩いてみませんか？
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　平
成
二
十
九
年
度
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
競
技
会
が
、
五
月
二

十
二
日
（
月
）
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス

ポ
ー
ツ
公
園
で
約
五
十
名
が
参
加

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ゴ
ル
フ
協
議
会

ゴ
ル
フ
競
技
会

ゴ
ル
フ
競
技
会

グ
ラ
ウ
ン
ド

グ
ラ
ウ
ン
ド

グ
ラ
ウ
ン
ド

安
　藝
　文
　子

優
　勝

準
優
勝

姫
　野
　政
　昭

第
三
位

多
　田
　博
　一

六
月
五
日
（
月
）           

　

上
板
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、本
町
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
け
る
活
躍
を
称
え
、

上
板
町
体
育
協
会
よ
り
、
体
育
功
労
者
・
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
の
三
十
名
に
表
彰

状
及
び
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　坂　
東　

弘　

之　
（
一
般　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）

鎌　

田　

義　

隆　
（
一
般　

野
球
）

　
　新　
宮　

直　

樹　
（
一
般　

水
泳
）

岡　

本　

泰　

崇　
（
上
板
中
学
校
・
柔
道
）

井　

上　

芽　

久　
（
上
板
中
学
校
・
陸
上
）

原　
　
　

彩　

月　
（
上
板
中
学
校
・
柔
道
）

佐　

藤　

翔　

月　
（
上
板
中
学
校
・
陸
上
）

明　

松　

拓　

海　
（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

高　

橋　
　
　

蓮　
（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

團　
　
　

文　

哉　
（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

松　

永　

陸　

也　
（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

三　

宅　
　
　

諒　
（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

青　

山　

斗　

真　
（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

南　

川　

憲　

吾　
（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

森　

本　
　
　

迅　
（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

田　

川　

大　

志　
（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

坂　

東　

巧　

海　
（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

福　

島　

蒼　

空　
（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

吉　

本　
　
　

温　
（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

市　

川　
　
　

海　
（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

稲　

岡　

瑠　

海　
（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

新　

見　

匠　

真　
（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

佐　

藤　

颯　

人　
（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

田　

中　

隆　

誠　
（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

森　

川　

拓　

夢　
（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

稲　

井　

康　

晟　
（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

加　

川　
　
　

司　
（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

佐　

藤　

純　

也　
（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

多　

田　

陽　

翔　
（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

矢　

野　

花　

怜　
（
高
志
小
学
校
・
柔
道
）

　
※
平
成
二
十
八
年
度
の
学
校
名
を
記
載
し
て
お
り

ま
す
。（
順
不
同
）

上 板 町 体 育 協 会 表 彰 式

体
育
功
労
者

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者

2017（平成29）年　7　月　1　日　●　8



　　
夏
場
は
、
可
燃
ご
み
が
増
え
る
季
節�

　

年
間
を
通
じ
て
、
梅
雨
時
期
か
ら
梅
雨
が
明
け
た
夏
場

は
、
可
燃
ご
み
量
が
増
加
す
る
時
期
で
、
そ
の
ご
み
に
水

分
が
多
く
含
ま
れ
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

町
内
の
各
ご
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
ま
し
た
平
成
二
十
八

年
月
別
の
家
庭
系
可
燃
ご
み
量
で
は
、
七
月
が
一
八
七
ト

ン
、
八
月
が
一
九
一
ト
ン
と
増
加
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

一
番
排
出
量
の
少
な
い
二
月
は
一
六
七
ト
ン
で
し
た
。

　　
ど
う
し
た
ら
減
る
の
？�

　

1 
夏
場
の
ご
み
は
、
十
分
に
水
切
り
を
！

　

夏
場
に
可
燃
ご
み
の
量
が
増
え
る
要
因
と
し
て
は
、
生
ご
み
等

の
「
水
分
過
多
」
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
生
ご
み
の
約
八
〇
％
が

水
分
と
い
わ
れ
て
お
り
、
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
る
前
に
水
分
を
水

切
り
ネ
ッ
ト
な
ど
で
一
絞
り
す
る
だ
け
で
、
大
き
な
ご
み
の
削
減

効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
夏
場
の
ご
み
出
し
は
、
ご
家
庭

で
十
分
「
水
切
り
」
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
※
生
ご
み
「
水
切
り
」
の
ポ
イ
ン
ト
！

　

①
濡
ら
さ
な
い
！

　
　

水
分
を
吸
わ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

②
乾
か
す
！

　
　

野
菜
の
皮
な
ど
は
、
乾
か
し
ま
し
ょ
う
。

　

③
絞
る
！

　
　

水
分
を
ギ
ュ
ッ
と
絞
り
ま
し
ょ
う
。

　

水
切
り
を
し
な
い
弊
害
と
し
て
は
、
夏
場

は
特
に
悪
臭
が
発
生
し
、 

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
付
近
の
方
の
ご
迷
惑
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

2 
必
要
な
分
だ
け
買
う

　

つ
い
つ
い
買
い
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？
夏
は
賞
味
期
限
が
早
く

切
れ
、
食
品
廃
棄
が
多
く
な
り
ま
す
。
使
い
切
れ
る
分
だ
け
買
い

ま
し
ょ
う
。

3 
残
さ
ず
食
べ
る

　
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
精
神
で
必
要
な
分
だ
け

買
う
。食
材
は
最
後
ま
で
使
い
切
り
、
残
さ
ず
食

べ
ま
し
ょ
う
。

　　
生
ご
み
の
堆
肥
化
に
ご
協
力
を�

　

　

生
ご
み
を
堆
肥
化
し
て
家
庭
菜
園
等
に
利
用
す
れ
ば
、
一
石
二

鳥
。
上
板
町
で
は
、
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入
費
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
環
境
保
全
課
迄
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

お問い合わせ先　上板町役場　環境保全課　ＴＥＬ：６９４－６８１３

生
ご
み
処
理
機
等
で
ご
み
の

減
量
化
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化
及
び
資
源
化
を
推
進
す

る
た
め
、
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入
に
補
助
金

制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
方
法
等
詳
し
い
こ
と
は
、
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
環
境
保
全
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補助金額

手続き方法などお問い合わせ先　上板町役場　環境保全課　TEL 694－6813

補助対象経費は処理機等本体の購入価格です。
運搬費や設置費等は補助対象外です。
①電気式生ごみ処理機器（例：乾燥式・バイオ式）
　購入価格の２分の１以内の額で、25,000円を限度。
　【６月12日現在　残り10台】
②生ごみ処理容器（例：コンポスト・ＥＭ菌等使用容器）
　購入価格の２分の１以内の額で、3,000円を限度。
　【６月12日現在　残り８台】
※補助金の交付は１世帯につき１回限りで、電気式生ごみ処理機器又は生ごみ処理容器の
　どちらか１台となります。
※先着順に受け付け、補助数に達し次第、締め切りとなります。

▼

ち
ょ
っ
と

ひ
と
工
夫
で
、

夏
場
の
ご
み
を

減
量
！

平成28年月別家庭系可燃ごみ量（㌧）

150

160

170

180

190

200

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月11月 12月

169
167

182 181

197

179

187
191

180
183

169

194
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黄色の封筒が届いた方は
年金を受け取れます。
お問い合わせ先
■徳島北年金事務所　TEL 088－655－0200
■上板町役場　国民年金係　TEL 694－6809

　老齢基礎年金を受け取るのに必要な
期間（受給資格期間）が、「25年」か
ら「10年」に短縮されることになり
ました。日本年金機構では、これまで
に対象となる方に黄色の封筒（A４サ
イズ）をお届けしています。制度の開
始は、平成29年８月１日（最も早い
年金のお支払いは平成29年10月）で
す。まだ、請求手続をされていない方
は、今すぐお電話で予約の上、年金事
務所等にて手続きを行ってください。

＊すべての加入期間が国民年金第１号
被保険者期間の方は、役場国民年金
係でお手続きをしてください。

年金請求書の手続漏れがありませんか？

　
五
月
二
十
七
日
に
廣
澤
サ
ダ
コ
さ

ん
（
高
瀬
）
が
一
〇
〇
歳
の
お
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
、
県
と
町
か
ら
祝
状

と
祝
品
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

　
お
正
月
に
は
、
お
子
さ
ん
か
ら
ひ
孫
さ
ん
ま
で
が
集
合
し
て

の
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
大
変
喜
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

　
サ
ダ
コ
さ
ん
は
、
結
婚
以
来
、
大
阪
市
内
で
商
業
に
従
事
し

て
い
ま
し
た
が
戦
災
を
避
け
る
た
め
、
上
板
町
に
引
き
上
げ
て

来
ら
れ
、農
業
を
営
み
な
が
ら
一
男
一
女
を
育
て
上
げ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
朝
夕
に
お
こ
な
う
庭
の
草
取
り
を
日
課
と
し
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。

　
健
康
の
秘
訣
を
聞
く
と
、「
好
き
嫌
い
な
く
食
べ
、
体
を
動

か
し
働
く
こ
と
。」
と
元
気
に
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
に
、
ご
家
族
で
富
士
登
山
し

「
山
頂
で
荘
厳
な
御
来
迎
を
拝
ん
だ
こ
と
が
心
に
残
っ
て
い

る
。」
と
笑
顔
で
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
サ
ダ
コ
さ
ん
、こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
平
成
二
十
九
年

六
月
四
日（
日
）に

上
板
町
フ
ァ
ミ

リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
公

園
で
第
三
十
回
上

板
町
消
防
団
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
大
会
は
計
五
試

合
の
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
第
三

分
団
（
稲
井
勝
分

団
長
）
が
見
事
優

勝
し
ま
し
た
。
第

三
分
団
の
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　「
と
く
し
ま
上
板
熱
中
小
学
校
」
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
が
平
成

二
十
九
年
六
月
三
日（
土
）上
板
町
技
の
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
で
は
、
一
限
目
　
作
家
・
医
学
博

士
の
米
山
公
啓
氏
、
二
限
目
　
札
幌

交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
の

大
平
ま
ゆ
み
氏
を
講
師
に
迎
え
、
脳

と
聴
覚
に
刺
激
を
与
え
る
授
業
と
な

り
ま
し
た
。
米
山
氏
は
講
演
や
、
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
に
も
ご
出
演
し
て
い

る
だ
け
あ
り
、「
脳
が
若
返
る
三
〇

の
方
法
」
を
分
か
り
や
す
い
だ
け
で

な
く
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。
普
段
は
難
し
く
感
じ

て
し
ま
う
よ
う
な
題
材
も
、
米
山
氏

の
楽
し
い
お
話
に
、
会
場
が
笑
い
の

渦
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
数
々
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
に
就

任
し
、
海
外
で
も
ご
活
躍
さ
れ
て
い
た
大
平
氏
の
授
業
で
は
、
音

楽
の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
素
晴
ら
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
授

業
で
し
た
。普
段
は
、聴
く
こ
と
が
な
い
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
音
色（
振

動
）
は
耳
だ
け
で
な
く
、
身
体
全
体
に
伝
わ
り
、
心
も
身
体
も
開

放
さ
れ
て
い
く
よ
う
で
し
た
。

　
今
回
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
も
受
講
者
の

皆
様
に
好
評
で
、「
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間

が
過
ぎ
た
」、「
心
に
染
み
た
」、「
感
動
し
た
」

等
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
次
回
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
は
九

月
九
日
（
土
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
下
記
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

廣

　澤

　サ
ダ
コ
　さ
ん

100歳おめでとうございます！100歳おめでとうございます！

「とくしま上板熱中小学校」オープンスクール開催報告

作家・医学博士
　米山　公啓　氏
　（神経内科専門）

札幌交響楽団
コンサートマスター
　大平まゆみ　氏

とくしま上板熱中小学校事務局
（一般社団法人ジャパンブルー上板 内）
〒771－1310　上板町泉谷字原東32番地4
TEL 694－7766　FAX 694－7767
a i@necchu -kami i t a . com

お問い
合わせ

「とくしま上板熱中小学校」オープンスクール開催報告

第30回上板町消防団
ソフトボール大会
第30回上板町消防団
ソフトボール大会

　

比
較
的
安
価
な
料
金
で
契
約
者
数
が
増
え
て
い
る
「
格
安
ス
マ

ホ
」
で
す
が
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

◆
消
費
生
活
に
関
す
る
ご
相
談
は

上
板
町
消
費
生
活
相
談
窓
口
へ

秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
　
TEL六
九
四

−

六
八
一
六 

相
談
受
付
　
平
日
九
時
〜
十
六
時
三
十
分

　
　
　
　
　（
土･

日･

祝･

年
末
年
始
を
除
く
）

格
安
ス
マ
ホ
の
ト
ラ
ブ
ル

に
ご
注
意
！

№
❷

◦
今
ま
で
使
っ
て
い
た
大
手
携
帯
電
話
会
社
の
端
末
に
、
格
安
ス

マ
ホ
会
社
の
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
（
携
帯
電
話
の
通
話
・
通
信
用

カ
ー
ド
）
を
入
れ
た
が
利
用
で
き
な
い
。  

◦
Ｓ
Ｉ
Ｍ
ロ
ッ
ク
（
購
入
し
た
通
信
会
社
で
し
か
使
え
な
い
よ
う

に
ス
マ
ホ
に
か
け
て
い
る
ロ
ッ
ク
）
の
解

除
を
店
に
申
し
出
る
が
対
象
外
と
言
わ
れ

受
け
付
け
て
く
れ
な
い
。

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入
し
た
ス
マ
ホ
の

端
末
代
金
に
未
払
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
修
理
を
受
け
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

今
ま
で
使
っ
て
い
た
端
末
に
格
安
ス
マ
ホ
会
社
の
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー

ド
を
入
れ
て
も
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、
格
安
ス
マ
ホ

会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
端
末
の
動
作
確
認
、
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
の

サ
イ
ズ
等
を
事
前
に
問
い
合
せ
等
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
端
末
を
販
売
し
た
携
帯
電
話
会
社
に
も
Ｓ
Ｉ
Ｍ
ロ
ッ
ク
解

除
が
可
能
か
、
事
前
に
手
続
き
方
法
等
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
不
明
な
点
は
左
記
窓
口
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

端
末
と
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
を
別
々
に
購
入
す
る

こ
と
で
発
生
す
る
ト
ラ
ブ
ル　
　
　
　
　
　

　
「
成
年
後
見
制
度
」
と
は
、
本
人
の
判
断
能
力

が
不
十
分
な
場
合
に
、
本
人
を
法
律
的
に
保
護
し
、

支
え
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
相
続
や
遺
言
の
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
八
月
一
日
（
火
）　
午
後
一
時
〜
三
時

　
　
　
　
※
偶
数
月
の
第
一
火
曜
日
に
無
料
相
談

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
場
所
　
上
板
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　（
上
板
町
役
場
二
階
）
第
一
会
議
室

■
お
問
い
合
せ

　
一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

　
徳
島
県
支
部
徳
島
県
行
政
書
士
会
内

　
☎
〇
八
八

−

六
七
九

−

四
四
四
〇

成
年
後
見
・
相
続
・

遺
言
無
料
相
談
会
の

お

知

ら

せ
　

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
役
所
の
仕
事
に

対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
の
相
談
を
受

け
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
行
政
機
関
に

あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
開
設
日

　
七
月
十
九
日
（
水
）

■
開
設
時
間

　
午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時

■
開
設
場
所

　
上
板
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

８月20日（日）午前８時～正午
引取り場所 上板町リサイクルセンター（役場西隣）
※引取りには、大型ごみ一品につき「大型ごみシール」が一枚必要です。

次回の大型ごみ
引 取 り 日 時
次回の大型ごみ
引 取 り 日 時

上 板 町 消 費 生 活 相 談 窓 口 からのお知らせ

■実 施 日　平成29年７月30日（日）
　　　　　　午前９時～12時　受付８時30分～
■場　　所　農村環境改善センター（多目的ホール）

■種　　目　カローリング・ディスコン・
　　　　　　囲碁ボール・健康吹き矢

■対 象 者　会員、上板町民

■参 加 費　会員無料、会員外100円（保険代）

■持 ち 物　上靴、タオル

■申込締切　７月26日（水）18時迄（当日参加可能）　

上板ふれあいクラブ

参 加 者 募 集

お友達・ご家族で参加してみませんか、
お待ちしております

お申し込み・
お問い合わせ先

上板ふれあいクラブ事務局
TEL 679－7788（13時～20時）

ニュースポーツ交流会ニュースポーツ交流会ニュースポーツ交流会

開
設
予
定
日

一
日
行
政
相
談
所

開
設
予
定
日

一
日
行
政
相
談
所
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黄色の封筒が届いた方は
年金を受け取れます。
お問い合わせ先
■徳島北年金事務所　TEL 088－655－0200
■上板町役場　国民年金係　TEL 694－6809

　老齢基礎年金を受け取るのに必要な
期間（受給資格期間）が、「25年」か
ら「10年」に短縮されることになり
ました。日本年金機構では、これまで
に対象となる方に黄色の封筒（A４サ
イズ）をお届けしています。制度の開
始は、平成29年８月１日（最も早い
年金のお支払いは平成29年10月）で
す。まだ、請求手続をされていない方
は、今すぐお電話で予約の上、年金事
務所等にて手続きを行ってください。

＊すべての加入期間が国民年金第１号
被保険者期間の方は、役場国民年金
係でお手続きをしてください。

年金請求書の手続漏れがありませんか？

　
五
月
二
十
七
日
に
廣
澤
サ
ダ
コ
さ

ん
（
高
瀬
）
が
一
〇
〇
歳
の
お
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
、
県
と
町
か
ら
祝
状

と
祝
品
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

　
お
正
月
に
は
、
お
子
さ
ん
か
ら
ひ
孫
さ
ん
ま
で
が
集
合
し
て

の
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
大
変
喜
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

　
サ
ダ
コ
さ
ん
は
、
結
婚
以
来
、
大
阪
市
内
で
商
業
に
従
事
し

て
い
ま
し
た
が
戦
災
を
避
け
る
た
め
、
上
板
町
に
引
き
上
げ
て

来
ら
れ
、農
業
を
営
み
な
が
ら
一
男
一
女
を
育
て
上
げ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
朝
夕
に
お
こ
な
う
庭
の
草
取
り
を
日
課
と
し
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。

　
健
康
の
秘
訣
を
聞
く
と
、「
好
き
嫌
い
な
く
食
べ
、
体
を
動

か
し
働
く
こ
と
。」
と
元
気
に
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
に
、
ご
家
族
で
富
士
登
山
し

「
山
頂
で
荘
厳
な
御
来
迎
を
拝
ん
だ
こ
と
が
心
に
残
っ
て
い

る
。」
と
笑
顔
で
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
サ
ダ
コ
さ
ん
、こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
平
成
二
十
九
年

六
月
四
日（
日
）に

上
板
町
フ
ァ
ミ

リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
公

園
で
第
三
十
回
上

板
町
消
防
団
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
大
会
は
計
五
試

合
の
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
第
三

分
団
（
稲
井
勝
分

団
長
）
が
見
事
優

勝
し
ま
し
た
。
第

三
分
団
の
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　「
と
く
し
ま
上
板
熱
中
小
学
校
」
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
が
平
成

二
十
九
年
六
月
三
日（
土
）上
板
町
技
の
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
で
は
、
一
限
目
　
作
家
・
医
学
博

士
の
米
山
公
啓
氏
、
二
限
目
　
札
幌

交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
の

大
平
ま
ゆ
み
氏
を
講
師
に
迎
え
、
脳

と
聴
覚
に
刺
激
を
与
え
る
授
業
と
な

り
ま
し
た
。
米
山
氏
は
講
演
や
、
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
に
も
ご
出
演
し
て
い

る
だ
け
あ
り
、「
脳
が
若
返
る
三
〇

の
方
法
」
を
分
か
り
や
す
い
だ
け
で

な
く
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。
普
段
は
難
し
く
感
じ

て
し
ま
う
よ
う
な
題
材
も
、
米
山
氏

の
楽
し
い
お
話
に
、
会
場
が
笑
い
の

渦
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
数
々
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
に
就

任
し
、
海
外
で
も
ご
活
躍
さ
れ
て
い
た
大
平
氏
の
授
業
で
は
、
音

楽
の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
素
晴
ら
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
授

業
で
し
た
。普
段
は
、聴
く
こ
と
が
な
い
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
音
色（
振

動
）
は
耳
だ
け
で
な
く
、
身
体
全
体
に
伝
わ
り
、
心
も
身
体
も
開

放
さ
れ
て
い
く
よ
う
で
し
た
。

　
今
回
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
も
受
講
者
の

皆
様
に
好
評
で
、「
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間

が
過
ぎ
た
」、「
心
に
染
み
た
」、「
感
動
し
た
」

等
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
次
回
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
は
九

月
九
日
（
土
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
下
記
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

廣

　澤

　サ
ダ
コ
　さ
ん

100歳おめでとうございます！100歳おめでとうございます！

「とくしま上板熱中小学校」オープンスクール開催報告

作家・医学博士
　米山　公啓　氏
　（神経内科専門）

札幌交響楽団
コンサートマスター
　大平まゆみ　氏

とくしま上板熱中小学校事務局
（一般社団法人ジャパンブルー上板 内）
〒771－1310　上板町泉谷字原東32番地4
TEL 694－7766　FAX 694－7767
a i@necchu -kami i t a . com

お問い
合わせ

「とくしま上板熱中小学校」オープンスクール開催報告

第30回上板町消防団
ソフトボール大会
第30回上板町消防団
ソフトボール大会
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平
成
二
十
九
年
六
月
五
日
付
け
で
徳
島
県
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
は
昭
和
四
十
八
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
消
費

者
の
生
活
に
係
わ
る
様
々
な
活
動
に
尽
力
し
て
き
て
お

り
、
こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
の
栄
え
あ
る
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
上
板
町
消
費
者
協
会
の
受
賞
を
た
た
え
る
と
共
に
、

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
九
年
六
月
二
日
（
金
）
上

板
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
支
部
長
会
議
を
開
催
し
、
支
部
の
役

割
や
町
の
主
要
事
業
等
に
つ
い
て
ご
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
同
日
、
自
主
防
災
組
織
会
長
会

議
を
開
催
し
、
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
や
活
動
ブ
ロ
ッ
ク
分
け
、
ブ
ロ
ッ

ク
リ
ー
ダ
ー
の
選
出
等
に
つ
い
て
ご
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
継
続
的
に
会
議
を
開
催
し
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

上板町消費者協会

献血バスがまいります！献血バスがまいります！献血バスがまいります！
あなたの献血で救える命があります。
多くの方のご協力をお待ちしております。

平成29年７月13日（木）
場所　健祥会ハート

時間　13：30～16：30

上板町下六條字中西50-1
TEL：694－6666

（400ml献血をおねがいしています）

●年齢：男性　１７歳～＊６９歳　女性　１８～＊６９歳

●体重：男女ともに５０kg以上の方が献血可能です。

＊65歳以上の方については、60～64歳までの間に献血
　経験がある方に限ります。）

献血基準について
★　服薬中の方　★
服薬中の方もお薬の種類によっては献血が可能です。
胃腸薬・高脂血症治療薬・アレルギー治療薬・降圧
剤など（一部除く）

健祥会ハート

ドラッグストア
コスモス

ザ・ビッグ

オートバックス

BIGモーターズ

石
井
↓

平成29年度　上板町支部長会議・自主防災組織会長会議　開催
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募集種目 資　　格 受付期間 試 験 日 そ　の　他

自衛官
候補生

（男子）18 〜 27歳未満男子
（高校卒業見込を含む） 年間を通じて行っ

ております。 受付け時にお知らせします。
試験会場
　海上自衛隊　徳島教育航空群基地内（松茂町）
詳細については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。（女子）18 〜 27歳未満女子

（高校卒業見込を含む）

一般曹候補生 18 〜 27歳未満の者
（高校卒業見込みを含む）

第２回
7月１日〜 9月8日

１次： 9 月16日〜 18日
２次：10月 5 日〜 11日

試験会場
　海上自衛隊　徳島教育航空群基地内（松茂町）
陸上要員、海上要員及び航空要員
詳細については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。

航空学生
海：18歳以上23歳未満
空：18歳以上21歳未満

（高校卒業見込みを含む）
7月１日〜 9月8日

１次： 9 月18日
２次：10月17日〜 22日
３次：11月18日〜 12月21日

試験会場
1 次・２次試験：
　海上自衛隊　徳島教育航空群基地内（松茂町）
詳細については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。

　　　　　　　　　自衛隊鳴門地域事務所（TEL 088－685－5306）　住所：鳴門市撫養町立岩字七枚57
　　　　　　　　　自衛官募集ホームページ　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/お問い合わせ先

自 衛 官（ 学 生 ）受 付 案 内

〈第1回　健康杜仲茶作り体験　ポスター〉

　上
板
町
薬
草
協
会
で
は
、
薬
草
木
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
泉
谷
川
の
自
然
公
園

内
に
あ
る
上
板
町
薬
用
植
物
園
を
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
角
に
あ
る｢

杜
仲

の
森｣

で
は
杜
仲
の
木
を
無
農
薬
で
栽
培
し
て
お
り
、
毎
年
剪
定
す
る
と
沢
山
の
葉
が

育
ち
ま
す
。
こ
の
杜
仲
の
葉
を
原
料
と
し
て
、杜
仲
茶
を
無
添
加
で
製
造
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
度
、
上
板
町
薬
草
協
会
で
は
、
健
康
茶
と
し
て
人
気
の
あ
る
杜
仲
茶
作
り
の
体

験
を
通
じ
、
手
作
り
の
お
茶
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
健
康
志

向
の
方
や
薬
草
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●体験プログラム（全 3回）
　第１回目　７月23日（日）　杜仲の葉の収穫・洗浄・カット・蒸し・揉み（昼食付）
　第２回目　７月25日（火）　乾燥および上板町薬用植物園の見学
　第３回目　９月10日（日）　パック詰め
●体験料
　大　人　１人　1,200 円（昼食付）
　小学生　１人　600円（昼食付）
　幼　児　無料（昼食はご持参ください )
●集合時間・解散時間
　第１回　　　　　集合 午前 9時
　　　　　　　　　解散 午後 3時（昼食付）
　第２回・第３回　集合 午前 9時
　　　　　　　　　解散 午前11時30分
●集合場所
　第 1回　　　　　上板町役場
　第 2回・第 3回　技の館

上板町観光物産協会（技の館内）
〒771－1310　上板町泉谷字原東32番地4
TEL 694－6688　　E-mail  waza＠town.kamiita.lg.jp
主催　上板町薬草協会　　後援　上板町観光物産協会

お問い合わせ先

第
１
回 ｢

健
康
杜
仲
茶｣

作
り 

体
験
者
募
集

第
１
回 ｢

健
康
杜
仲
茶｣

作
り 

体
験
者
募
集

　
上
板
町
で
は
、
七
月
五
日
（
水
）
十
時
十
五
分
こ
ろ
に

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）（
※
）で
緊
急
地

震
速
報
の
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

注　
上
板
町
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
様
々
な
手
段

で
情
報
伝
達
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
（
※
）Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な

ど
の
緊
急
情
報
を
、
国
か
ら
市
町
村
へ
、
人
工
衛

星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
上
板
町
役
場　
企
画
防
災
課　
ＴＥＬ 

六
九
四

－

六
八
二
四

子育て応援します。
いつでも遊びにきてください！

地域子育て支援センターからの
お 知 ら せ

０歳児から３歳児までのお子さんを
お持ちのご家族ならどなたでも利用
できます。

詳しくはさくら保育所までお問い
合わせください
　　　　　　TEL ６９４－８１８０

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

全
国
一
斉
の

緊
急
情
報
伝
達
訓
練

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

全
国
一
斉
の

緊
急
情
報
伝
達
訓
練
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保健師からのお知らせです保健師からのお知らせです

１．熱中症予防について

２．夏に注意してほしい感染症予防について

意識の確認

水分を自力で
摂取できるか

救急隊を要請

①　涼しい場所への避難①　涼しい場所への避難

②　脱　衣　と　冷　却

⑤　医 療 機 関 へ 搬 送

②　脱　衣　と　冷　却

④　症状が改善しない場合

③　水分・塩分の補給

意識はある

水分摂取
できる　

意識がない

呼びかけに対し
返事がおかしい

水分を自力で
摂取できない

回復しない
場合は
医療機関へ

3　熱中症になったときには

2　熱中症の予防法

●めまい　●立ちくらみ
●筋肉痛　●汗がとまらない

１．軽い症状

1　こんな症状があったら
　　熱中症を疑いましょう。

●日傘・帽子の使用
●涼しい服装を心がける
●水分をこまめにとる
●こまめに休憩をとる
●日陰を利用

●頭痛　　●吐き気
●体がだるい（倦怠感）　●虚脱感

２．中等度の症状

●意識がない　　●けいれん
●高い体温である
●呼びかけに対し返事がおかしい
●まっすぐに歩けない、走れない

３．重症

熱中症の予防には、水分補給と暑さを避けることが大切です。

１）蚊を媒介とした感染症
　蚊を媒介とした感染症には、ジカ
ウイルス感染症（ジカ熱）やデング
熱などがあります。原因となるウイ
ルスは、それらに感染した人の血を
吸った蚊（日本ではヒトスジシマカ）
の体内で増え、その蚊がまた他の人
の血を吸うことで感染を広げていき
ます。

●蚊を媒介とした感染症を防ぐために
①小さな水たまりでも蚊の幼虫（ボウフラ）の発生源となります。
下水溝や雨水受け、バケツ、空き缶、古タイヤなど、身近な水
たまりをなくしましょう。
②蚊取り線香や殺虫剤などを利用したり、網戸などをつけたりし
て屋内への蚊の侵入を防ぎましょう。
③蚊がいそうな場所では、長そで、長ズボンなど、肌の露出が少
ない服装にしましょう。虫よけスプレーなど、虫よけ効果のあ
る薬剤の使用も効果的です。
④ジカウイルス感染症は軽い病気ですが、赤ちゃんに影響が及ぶ
リスクなどを避けるために、妊婦や妊娠の予定がある女性、そ
のパートナー等は、流行地への旅行は控えた方がいいでしょう。

２）マダニによる感染症
　草むらや山などに入る場合はマダニによ
る感染症に注意が必要です。

●マダニによる感染症を防ぐために
　草むらや山などのダニが生息する場所に
行く場合には、長そで・長ズボン・長靴、
手袋、首にタオルを巻くなど、肌の露出を
できるだけ少なくすることが大切です。虫
よけスプレーなど、虫よけ効果のある薬剤
の使用も一定の効果が得られます。ペット
などの身近な動物にも気を付けましょう。
屋外活動後は入浴し、マダニが付着してい
ないか注意深
く 全 身 を
チェックし、
発熱等の症状
がある場合は
必ず医療機関
を 受 診 し ま
しょう。

【ヒトスジシマカ】

【タカサゴキララマダニ】

背中に 1本の白い線とW字状の
模様がある 4.5ｍｍほどの蚊です。
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近
年
患
者
数
が
増
加
し
て
い
る
精
神
疾
患

は
、
国
の
医
療
対
策
に
お
い
て
特
に
重
点
を
置

い
て
い
る
が
ん
・
脳
卒
中
・
心
臓
病
・
糖
尿
病

と
と
も
に
「
五
大
疾
病
」
に
指
定
さ
れ
、ま
た
、

厚
生
労
働
省
は
、
年
間
約
三
万
人
の
自
殺
者
の

多
く
は
、
精
神
疾
患
を
罹
患
し
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
と
し
、
自
殺
予
防
対
策
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

　

自
殺
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
精
神
疾
患
や

精
神
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
自
殺
予
防
に
つ
い
て
地
域
で
共
に
考
え
支

え
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

つ
ぎ
の
と
お
り
自
殺
予
防
講
演
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
下
さ
い
。

　

住
民
の
方
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
時　

平
成
二
十
九
年
七
月
十
八
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
三
時

■
場
所　
上
板
町
中
央
公
民
館
（
役
場
二
階
）

　
　
　
　
大
会
議
室

■
演
題
　「
死
に
た
い
気
持
ち
に

　
　
　
　
　
　
　
ど
う
向
き
合
う
か
」

■
講
師
　
社
会
医
療
法
人
あ
い
ざ
と
会

　
　
　
　
藍
里
病
院

　
　
　
　
　
看
護
師
　
清せ

い
　

　
　

瑞み
ず

　

樹き

　氏

平
成
二
十
九
年
度

自
殺
予
防
講
演
会

を
開
催
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
役
場　
福
祉
保
健
課

　

ＴＥＬ　
六
九
四

−

六
八
一
〇

参加費
無料

年齢 生年月日

65歳 昭和27年４月２日生〜昭和28年４月１日生

70歳 昭和22年４月２日生〜昭和23年４月１日生

75歳 昭和17年４月２日生〜昭和18年４月１日生

80歳 昭和12年４月２日生〜昭和13年４月１日生

３．乳がん・子宮頸がん検診（個別検診）について

　肺炎球菌予防接種は、肺炎球菌に起因する肺炎の発症及び重症化を予防するためのものです。
　接種を希望する方はかかりつけ医療機関へ申し込んでください。

１）定期接種対象者
　上板町に住民票があり接種を希望する方で、
　下記①〜②に該当する方のうち、今までに肺炎球菌ワクチン接種を受けたことのない方。

　①　平成29年度に下記年齢になる方

　②　60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能
に障害を有する方

２）自己負担額　　４，０００円（接種費用から公費負担を除いた金額です。）
　　※ただし、生活保護世帯の方は町が発行する「高齢者の肺炎球菌予防接種費用免除券」を発行しますので、下記

お問い合わせ先までお申し出ください。

３）接種可能期間
　　平成29年４月１日から
　　　　　平成30年３月31日まで

４）そ　の　他
　　今年度助成の対象となる方へは４月に個別通知を送付いたしております。
　　通知を紛失した場合、下記までお問い合わせください。

● お問い合わせ先 ●　　上板町役場　福祉保健課　保健師　TEL ６９４−６８１０

（※要予約）

年齢 生年月日

85歳 昭和７年４月２日生〜昭和８年４月１日生

90歳 昭和２年４月２日生〜昭和３年４月１日生

95歳 大正11年４月２日生〜大正12年４月１日生

100歳 大正６年４月２日生〜大正７年４月１日生

　子宮頸がん検診は20歳以上、乳がん検診は40歳以上の方を対象に県内広域医療機関にて検診を行ないます。受診
間隔は２年に１回です。受診される方は福祉保健課保健師まで電話（６９４−６８１０）にて申し込みください。

※　町からの費用助成の対象となるのは、この期間中の１人１回のみです。
　　この期間に接種できなかった場合、その後の接種は任意接種（全額

自己負担）となりますので、ご注意ください。

４．高齢者の肺炎球菌予防接種について
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「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」

（
薄
い
青
色
）を

　
　
　
お
持
ち
の
か
た
へ

　

現
在
お
持
ち
の
「
介
護
保
険
負
担

割
合
証
」（
薄
い
青
色
）
は
、
適
用

期
間
が
平
成
二
十
九
年
七
月
三
十
一

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
ら

れ
て
い
る
か
た
、
事
業
対
象
者
の
か

た
に
は
、
町
か
ら
新
し
い
「
介
護
保

険
負
担
割
合
証
」
を
交
付
い
た
し
ま

す
。
申
請
書
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

　
「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」
が
届

い
た
ら
「
介
護
保
険
被
保
険
者
証
」

（
黄
色
）
と
一
緒
に
保
管
し
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
時
は
、
必
ず

二
枚
一
緒
に
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や
施

設
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。古
い「
介

護
保
険
負
担
割
合
証
」
を
八
月
一
日

以
降
に
も
使
用
し
な
い
よ
う
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
基
準

（
月
々
の
負
担
の
上
限
）が
変
わ
り
ま
す

対象となる方 平成29年７月まで
の負担の上限（月額）平成29年８月からの負担の上限（月額）

現役並み所得者に相当する
方がいる世帯の方 44,400円（世帯） 　44,400円（世帯）※

世帯のどなたかが
市区町村民税を課税され
ている方

37,200円（世帯）

44,400円（世帯）〈見直し〉
※　同じ世帯の全ての65歳以上の方
（サービスを利用していない方を含
む。）の利用者負担割合が１割の世
帯に年間上限額（446,400円）を設定

世帯の全員が市区町村民税
を課税されていない方 24,600円（世帯） 24,600円（世帯）

前年の合計所得金額と公
的年金収入額の合計が年
間 80万円以下の方等

24,600円（世帯）
15,000円（個人）

24,600円（世帯）
　15,000円（個人）※

生活保護を受給している方等 15,000円（個人） 15,000円（個人）
※　「世帯」とは、住民基本台帳上の世帯員で、介護サービスを利用した方全員の負担の合計の上

限額を指し「個人」とは、介護サービスを利用したご本人の負担の上限額を指します。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
支
払
う
利
用
者
負

担
に
は
、
月
々
の
上
限
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
は
、
一
ヵ
月
に
支
払
っ
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
負
担
額
が
、
世
帯
合
計
ま
た
は
個
人
で
負

担
の
上
限
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た
分
が
保
険

者
（
上
板
町
）
か
ら
払
い
戻
さ
れ
る
制
度
で
す
。
該
当
さ

れ
る
か
た
へ
は
町
か
ら
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
八
月
サ
ー
ビ
ス
利
用
分
か
ら
、
負
担
の

上
限
額
が
表
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

介
護
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
登
録
の
お
知
ら
せ

名
簿
の
登
録
方
法

　

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
上
板
町
避

難
行
動
要
支
援
者
登
録
申
請
書
」
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
、
押
印
の
上
、
窓
口
に
ご
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
等
の
理
由
に
よ
り
窓
口
に
出
向
く
の

が
困
難
な
方
は
、
郵
送
、
地
区
担
当
民
生
委

員
の
訪
問
に
よ
る
申
請
も
可
能
で
す
の
で
お

手
数
で
す
が
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
ご
登
録
が
お
済
の
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
再
度
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
地
区
担
当
民
生
委
員
が
自
宅

を
訪
問
し
、
現
在
の
状
況
確
認
を
実
施
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
こ
と

　

登
録
に
よ
っ
て
、
災
害
発
生
時
の
支
援
が

保
証
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
避
難
支
援
等

関
係
者
が
法
的
な
義
務
を
負
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

　

普
段
か
ら
災
害
へ
の
備
え
を
忘
れ
ず
「
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持

つ
と
と
も
に
、
避
難
支
援
等
を
円
滑
に
行
う

た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
周
囲
の
方
と
の
良
好
な

関
係
を
作
る
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。  

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
や
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
に
、
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が

難
し
く
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
の
情
報

を
掲
載
し
た
名
簿
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
名
簿
は
、

自
主
防
災
組
織
や
消
防
機
関
等
の
避
難
支
援

等
関
係
者
へ
提
供
さ
れ
、
災
害
発
生
時
の
避

難
支
援
や
安
否
確
認
、
及
び
平
常
時
の
見
守

り
活
動
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。　

　

な
お
、　
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
を

平
常
時
か
ら
避
難
支
援
等
関
係
者
へ
提
供
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
ご
本
人
の
同
意
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

避
難
行
動
要
支
援
者
の
対
象
と

な
る
方
と
は

　

自
宅
に
お
い
て
生
活
を
し
て
い
る
方
で
、

災
害
発
生
時
に
お
い
て
自
力
で
避
難
す
る
こ

と
が
難
し
い
次
の
方
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。

　

⑴　
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

に
属
す
る
方

　

⑵　
介
護
保
険
認
定
者
の
う
ち
、
要
介
護
度

３
以
上
の
方

　

⑶　
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級
又
は
２
級
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方

　

⑷　
療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

　

⑸　
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
又

は
２
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

　

⑹　
難
病
患
者

　

⑺　
前
各
号
に
掲
げ
る
方
の
ほ
か
災
害
時
に

お
い
て
支
援
が
必
要
な
方

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
上
板
町
役
場　
福
祉
保
健
課

　
ＴＥＬ　
六
九
四

−

六
八
一
〇

お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
役
場　
福
祉
保
健
課

　

ＴＥＬ　
六
九
四

−

六
八
一
〇
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７
月

1 ㈯ 上板整形外科クリニック 637 − 6600
2 ㈰ 安 芸 内 科 692 − 6111
3 ㈪ 清 水 内 科 692 − 8900
4 ㈫ あ い ず み 皮 ふ 科 692 − 9211
5 ㈬ 奥 村 医 院 692 − 2403
6 ㈭ 山 田 眼 科 藍 住 692 − 8118
7 ㈮ 矢 野 医 院 692 − 4411
8 ㈯ 川 原 眼 科 694 − 8388
9 ㈰ 清 水 内 科 692 − 8900
10 ㈪ 山 根 眼 科 692 − 8171
11 ㈫ 板 東 整 形 外 科 692 − 5151
12 ㈬ 西 條 耳 鼻 咽 喉 科 692 − 8711
13 ㈭ 富 本 小 児 科 内 科 692 − 7228
14 ㈮ き は ら 耳 鼻 咽 喉 科 693 − 0087
15 ㈯ 浦 田 病 院 699 − 2921
16 ㈰ あ い ず み 皮 ふ 科 692 − 9211
17 ㈪ 奥 村 医 院 692 − 2403
18 ㈫ 内科クリニック・オクムラ 692 − 4771
19 ㈬ 中 山 産 婦 人 科 692 − 0333
20 ㈭ 近 藤 外 科 内 科 693 − 1188
21 ㈮ こやま小児科内科クリニック 637 − 3211

■ 担当時間 ■　7/1〜7/31　平日18：00〜22：30　休日9：00〜22：30
　　　　　　　8/1〜　　　　平日18：00〜22：00　休日9：00〜22：00
　　　　　　　（平成29年８月１日より担当時間が変更になります。）

７
月
22 ㈯ 芳 川 病 院 699 − 5355
23 ㈰ 山 根 眼 科 692 − 8171
24 ㈪ 大 久 保 内 科 692 − 1220
25 ㈫ 杉みね整形クリニック 693 − 1021
26 ㈬ 増 田 ク リ ニ ッ ク 693 − 3020
27 ㈭ 小 松 泌 尿 器 科 692 − 1277
28 ㈮ 竹 本 内 科 672 − 0174
29 ㈯ 井 上 医 院 699 − 8070
30 ㈰ 矢 野 医 院 692 − 4411
31 ㈪ 井 上 病 院 672 − 1185

８
月

1 ㈫ 三 愛 内 科 672 − 0176
2 ㈬ 福 島 内 科 672 − 4970
3 ㈭ 新 野 医 院 672 − 0571
4 ㈮ 近 藤 内 科 医 院 672 − 5630
5 ㈯ 春 藤 内 科 胃 腸 科 699 − 3777
6 ㈰ 山 田 眼 科 藍 住 692 − 8118
7 ㈪ ファミリークリニックしんの 672 − 5148
8 ㈫ み や ざ き 内 科 診 療 所 672 − 6618
9 ㈬ 井 内 内 科 694 − 5353
10 ㈭ 谷口耳鼻咽喉科クリニック 699 − 2787

担当時間以外
の深夜の救急

きたじま田岡病院　　698 − 1234　　全日対応ですが、要確認
稲次整形外科病院　　692 − 5757　　水曜日、土曜日は受診前に要確認
東徳島医療センター　　672 − 1171　　対応日は確認してください

※休日・夜間緊急病院は、変更している場合がありますので、必ず電話してから受診してください。

平成29年７・８月分
〈7/1～8/10まで〉

市外局番は（０８８）です。在 宅 当 番 医在 宅 当 番 医

７月　保健行事予定表
Ⅰ　健康相談・健康教育
月／日 時　間 場　　所 内　容 担　当

7/4 10：00〜
11：30

農村環境改
善センター 個別健康相談 保健師

8/1 10：00〜
11：30

農村環境改
善センター

個別健康相談・
健康教育

保健師・
理学療法士

Ⅱ　集団がん検診
月／日 時　間 受付場所 内　容 該当者

7/25 13：00〜16：00
農村環境改
善センター

乳がん検診
（マンモグラフィ撮影）
金額：1,500 円

40歳以上の女性
の住民の方
募集人数　40名

Ⅳ　乳幼児健康診査

月／日 受付時間 場　所 内　容 該当者

7/13 13：00〜13：30
農村環境改
善センター

問診、身体測定、
歯科診察、フッ素
塗布、歯科・育児・
栄養相談

平成26年
11月1日〜

平成27年
2月28日生

１．２歳児歯科健康診査・フッ素塗布

月／日 受付時間 場　所 内　容 該当者

7/26 9：00〜9：20
農村環境改
善センター

股関節脱臼検診・
ブックスタート

平成29年
2月13日〜

平成29年
5月26日生

２．股関節脱臼検診・ブックスタート

月／日 受付時間 場　所 内　容 該当者

7/28 9：30〜9：40
農村環境改
善センター

離乳食教室、赤ち
ゃんの成長発達・
事故予防・予防接
種について

平成29年
2月13日〜

平成29年
5月26日生

３．のびのび子育て教室Ⅲ　頸部超音波検査
月／日 時　間 受付場所 内　容 該当者

7/27 13：00〜16：00
農村環境改
善センター

頸部超音波検査
（エコー検査）　
金額：3,240 円

20歳以上の住民
の方
募集人数　40名
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７月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

板
野
町
文
化
の
館
図
書
館

　

ＴＥＬ 

〇
八
八

－

六
七
二

－

五
八
八
八

板
野
町
文
化
の
館
図
書
館

板
野
町
文
化
の
館
図
書
館

月
カ
レ
ン
ダ
ー

７

●
五
月
は
、
延
べ
三
五
五
人
に

　

一
、七
〇
七
冊
ご
利
用
頂
き
ま
し
た
。

上
板
町
民
の
方
も
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

■ の日は休館日です。
開館時間　午前10時〜午後6時

　

五
月
二
十
七
日
（
土
）、
上
板
町
中
央
公
民
館
に

お
い
て
平
成
二
十
九
年
度
戦
没
者
追
悼
式
が
厳
粛
に

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
戦
没
者
六
百
二
十
六
柱
の
冥
福
を
祈
り
、

参
加
者
全
員
で
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
、
七
條
町
長
を
は

じ
め
、
ご
来
賓
の

方
々
か
ら
追
悼
の

こ
と
ば
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
小
学

生
を
含
む
参
列
者

全
員
で
献
花
を
行

い
、
戦
火
に
散
っ

た
戦
没
者
の
方
々

に
哀
悼
の
意
を
捧

げ
る
と
と
も
に
、

日
本
の
恒
久
平
和

を
お
祈
り
し
、
最

後
に
上
板
町
遺
族

会
七
條
会
長
か
ら

謝
辞
が
述
べ
ら

れ
、
式
は
厳
か
に

終
了
し
ま
し
た
。

戦
没
者
追
悼
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
二
十
九
年
五

月
二
十
一
日
（
日
）、

徳
島
市
の
吉
野
川
河

川
敷
に
て
総
合
水
防

演
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
水
防
団
、警
察
、

自
衛
隊
な
ど
多
く
の

機
関
が
参
加
し
、
約

二
、〇
〇
〇
人
の
演

習
と
な
り
ま
し
た
。

上
板
町
は
消
防
団
員

二
十
五
名
が
参
加

し
、
実
践
的
な
水
防

訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

平成29年度　吉野川・那賀川合同
総合水防演習が開催されました

　
上
板
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
に
て
特
別
展
「
昭
和
の

か
み
い
た
展

－
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
頃

－

」
を
開
催

し
ま
す
。
御
来
館
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日　
時　

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
二
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～　
七
月
三
十
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

　
■
場　
所　

上
板
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　
上
板
町
泉
谷
字
原
中
筋
八

−

一

　
■
入
場
料　

無
料

　
■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
上
板
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
TEL　
六
九
四

－

五
六
八
八

　
■
後　
援　
上
板
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
上
板
町
文
化
財
保
護
審
議
会

安
楽
寺
付
近（
昭
和
38
年
頃
）

旧
国
鉄
鍛
冶
屋
原
駅（
昭
和
47
年
）
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表

稲
岡
美
千
代
選
手
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど

昭
和
の
か
み
い
た
展
　－

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
頃

－

上
板
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
展

上
板
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
展
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